説教要旨「パウロの祈り」

フィリピの信徒への手紙１章９－１１
9 わたしは、こう祈ります。知る力と見抜く力とを身に着けて、あなたがたの愛がますます豊かになり、10 本当に重要なことを見分けられるように。そして、キリストの日に備えて、清い者、とがめられるところのない者となり、11 イエス・キリストによって与えられる義の実をあふれるほどに受けて、神の栄光と誉れとをたたえることができるように。
【パウロのフィリピ教会への感謝と祈り】
「パウロはフィリピ教会の最初期から今日までの記憶をたどって感謝をすると言いました。フィリピ教会の真実な交友、またその教会の支持と配慮を思えば感謝するほかはありませんでした。

　フィリピ教会のことを思うと心から感謝せざるをえないのですが、それは祈りに転じます。
９－１１節も一連の長い一つの文章からなっています。パウロは祈りますと語り、その祈りの内容があとの文章で表されます。

パウロには祈ることしかできませんでした。彼はローマでは獄中にありました。その上、ローマとフィリピはその当時では何週間もかかるほど距離が離れていました。だから、パウリには祈ることしかできない状態でした。しかし、私たちは祈りしかできないというと、せいぜい祈りというささやかなわざしかできないと消極的な受け止め方をします。あなたのためにお祈りしています、という表現は多分に社交儀礼のような印象を与えます。祈るという些細な行為は、何の役にも立たないことで、気休めだというのです。
【キリスト者の祈り】
しかし、それは間違った考え方です。キリスト者にとって祈りは決してつまらない、してもしなくても大した違いのない無価値な行動ではありません。キリストはこのように言われました。「わたしの名によって願うことはなんでもかなえてあげよう」（ヨハネ１４；１３）
祈りはキリストによって必ず実現します。私たちの主で憐れみ深く力ある方がこのように約束してくださいます。祈りは単なる独り言ではありません。あるいは単なる根拠のない願望ではありません。それはキリストご自身が実現を約束してくださいます。それならば祈りはむなしいものなのでは決してありません。
【祈りは希望でありわたしたちの力】

祈りしかできない、けれども、祈ることができるのは最大級の希望でもあります。ですから、わたしのために祈ってくださいと言い、同信の兄弟姉妹に祈りを願うことはすばらしい行動です。また、祈っていますということがはただのむなしい願望どころか、わたしたちを力づけ励ます大いなる言葉でもあります。

【愛が豊かになるように】
ところで、この文章で語られている中で、パウロは二つのことを祈っています。
第一は、愛が豊かになるように、です。フィリピの教会はパウロの対する愛ではどの教会にも劣らない大きな愛を示しました。ますます、という言葉は同じ言葉を二度並べるもので強調の表現です。フィリピ教会がパウロに示していた愛はどの教会よりも大きなものであったにもかかわらず、さらにもっともっとその愛は豊かになるように。フィリピ教会の愛は限りないほどまで拡大するようにと願います。

愛は、単なる好き嫌いのレベルでの愛に留まるものではありませんでした。また、かわいがるだけの愛でもありません。パウロは知る力、見抜く力を伴った愛と言います。この愛は、ものごとの深み、あるいは人の心の奥底まで見抜くような知識の力、判断力に満たされているような愛であると言われています。教会にはいろいろの人がいます。そのような人がなにを考え、どういう状況に置かれているのかを見極め、それにふさわしい対応をするといった意味も含まれています。
　私たちの社会は以心伝心という意志の疎通が重んじられます。言葉でいえば済むことを表情や雰囲気で伝える、という伝え方を重んじる社会を形成してきました。教会もそういう傾向は入り込んでいます。相手の心を思い計ることが大変難しい人間関係を構成する社会、教会も同様です。つまり、そういうところでは、相手の人たちが表情では何もないと思わせるのですが、本当は苛酷な状況に置かれているということもあります。
【知る力と見抜く力とを身に着けて】
そのような相手の状態を識別する力が愛に伴うようにパウロは求めます。互いに愛さなければならない。これはどこででも言われていることです。言葉で愛し合うべきだと言っても、その愛に、深く真実を見極める能力が伴っていなければ、所詮その愛は形骸化するはずです。ものごとを冷静に、深い熟慮を持って眺め、真偽を判断し、是非を問うというような営みがあってこそまことの愛になっていくのです。

　こうして、そのような愛に導かれて、重要なことを見分けることができるように、パウロは祈りました。

　しかし、考えて見ると、このような明瞭な識別力判断力を持って他者を愛するということほど難しい課題はありません。むしろ、私たちは相手のことを捕らえられず、大きな誤解をしたままつきあうということになってしまっていることが何と多いことでしょうか。愛しているつもりで的外れなことをしてしまっています。

　愛するということは教会にとって基本的な教えです。ところがこの愛するということほど間違えられてしまっていることもないのではと思います。

　このような愛に満たされることはほほ不可能といっても過言ではありません。相手のことを思い計って愛するなどということは到底できていません。となると、私たちはこのような愛をもって愛することができないのでしょうか。人間的にいえばほぼ不可能です。
しかし、聖霊を通して主はわたしたちを導かれ、ここでパウロが言うような愛をもって愛することができるようになります。だから祈りなのです。簡単にできるようなことを祈っても仕方がありません。むろんどんなことでも祈れと命じられています。だから、私たちは祈るしかないのです。
祈りのほかに手段はないのですが、祈りをすることができること自体大きな恵みです。

　愛にはこのようなわきまえる力がどうしても付随しなければならないのですが、そういう愛をいだくことはもともと無理な相談ですけれども、だから神は私たちにその道を開かれます。
【清い者、とがめられるところのないものになる】
　パウロが祈る二つ目のことは、清い者、とがめられるところのないものになるように、というものです。
ここで「清い者」とありますのは、純粋無垢なという意味ではありません。また、律法に対して忠実な正しい人という意味でもありません。ここでの清さは、謹厳さと訳したほうがいいのです。悪い表現をすると、くそまじめな、という訳語でもいいのではないでしょうか。

　私たちは、敬虔なクリスチャンという言い方によく接します。キリスト者というのは大変まじめ一方で、悪いことは何もしない善人というイメージがあります。しかし、そのように思われることに対する反動があります。「偽悪者」という造語がありますが、あたかも悪者であるかのように振る舞う人のことです。キリスト者の中には、そのようなくそまじめ的な印象を払拭しようとして、ことさら不真面目な言動するということもよくあります。

　ここで「清い者」とは、まじめな人を意味します。

　とがめられることがないのは、神の掟に照らして、正しい人を指しています。キリスト者はこの並べられた言葉が表現しているような人間になりますようにとパウロは祈ります。この世界ではあまり好かれない、煙たがられるような人間になるように。パウロはこのように祈っています。
奇妙な祈りです。このような祈りをささげられますと、私たちは大抵、とてもそんなことはできないと呟くに決まっています。フィリピの教会の信者たちがどういう日々を送っているのか私たちにはわかりません。コリントの教会に比べれば、謹厳さではフィリピの教会は道徳的に相当正しい教会、あるいは教会員からなる共同体であるということができましょう。
コリント教会の道徳的悪質度は目も当てられない状態であったことはコリント書を読めばわかります。フィリピ教会はその点、誇り高い、ローマの植民都市であり、道徳性はコリントほど問題にはならなかったと思います。その町の教会も、不道徳さでは潔癖さを保持していたところといえるかもしれません。そのような教会であっても求められていることは、まじめさ、真実さでした。
【キリストの日に備えて】
今日の教会がそのまじめさで周囲から煙たがれるかも知れません。しかし、だからこの世と歩調をあわせるようなことはすべきではありません。パウロは、キリストの日に備えて、と言います。キリストと私たちが面と向ってお会いする日です。その日はいつか私たちにはわかりません。だれも知りません。ただ、その時は必ず来ます。その時、私たちはキリストの御前で、したことのすべてをさばかれます。
むろん、私たちの執り成し手はキリストでありますから、滅ぼされるためにみ前に出るのではありません。ただし、生きている間に、私たちのしたことのすべてについて、キリストの前で言い訳をしなければならないかもしれません。そのときの準備をしていなければならないのです。私たちは到底清いものや責められることにないものにはなれない、そこでそういうものになることは当初から断念している。そこで、飲めや歌え、踊れやの大騒ぎで日を過ごしているならば、それはキリストの日に全然備えをしていないことになるのです。むしろ、義の実をあふれるほど受ける、これはキリストに与えられるものです。清いものとなることと義の実を与えられることは同時に起こります。義の実とは何か。比喩的表現ですが、意味はわかります。キリストは義なる主です。正しい方です。それはキリストに従順であることでもあります。そして、従順であればあるほどこの実は私たちに増えていきます。義の実は一つや二つではありません。それは運びきれないほどの多数の果実となっていくのです。

　そして、この結果、神に栄光を帰し、神を讃美するように導かれます。礼拝の本質は神を讃美することです。讃美をもって、神を礼拝するように導かれていきます。パウロの祈りの究極の目的はここにあります。パウロはこの目的に達するように願い求めるのです。この神讃美まで導かれるように、とパウロは願います。（おわり）
　

　

　

